
公表：2023年2月20日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切であるか

6 0

スペースは、複数
のグループで活動
できるよう、パー
テーションを使用し
て分割できます。

活動の内容に合わせて、公
共の施設、公園なども利用し
ています。放デイ事務所にあ
る空きスペースを補助的に
利用できるようにリノベーショ
ンしました。

2 職員の配置数は適切であるか 4 2
法定職員数の確保
は遵守している。

常に不足のないように、安定
した職員配置が目標です。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され
た環境になっているか。また、障害の特性に
応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情
報伝達等への配慮が適切になされているか

6 0

建築時からバリアフ
リー化設計されて
います。職員の配
置を工夫し、死角を
つくらないようにし
ている。

雑然とした感をすっきりとさ
せ、「やりたい」と思ったら直
ぐに活動にとりかかれるよ
う、収納スペースなどの整理
整頓が改善目標になってい
ます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合わ
せた空間となっているか

6 0

子どもたちの使用
状況に合わせて、
荷物置き場など工
夫しています。子ど
もたち主体の居場
所作りを目指してい
ます。

子どもたちとともに掃除を行
い、荷物の置き場所の定位
置化を意識するようにしまし
た。収納スペースの使い方
を、常に改善目標にしていま
す。

5
業務改善を進めるためのＰＤＣＡサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画してい
るか

3 2

出勤時間を早め、
職員間の会話の時
間を増やしていま
す。情報共有の場
にしています。

「打ち合わせ、振り返りの時
間が多くとれない。パート職
員さんたちも含めた会議が
必要。」と言う意見をもとに、
改善しました。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対し
て事業所の評価を実施するとともに、保護者
等の意向等を把握し、業務改善につなげてい
るか

5 0

歴代の子どもの保
護者とともにつくっ
てきた事業所のか
たちが今あると思っ
ています。

いろいろな保護者との機会を
もって、気軽に保護者からよ
り多くのご意見を頂けるよう
な事業所や職員集団にして
いくことが目標。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価
表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を
行うとともに、その結果による支援の質の評価
及び改善の内容を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか

4 1

毎年、自己評価ア
ンケートを保護者と
事業所職員にとり、
その集計結果と結
果を踏まえた改善
に向けた内容を
ホームページにて
公表しています。

この度、ホームページでの公
表を知らない職員がいたこと
がわかり、周知できていな
かったことを反省致しまし
た。周知を行いました。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげているか

4 2

法人内の他事業所
職員の視察時にご
意見をいただいて、
業務改善に努めて
います。

法人独自の第三者を交えた
評価を行う予定。
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9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会
を確保しているか

5 0
職員同士、ともに学
ぶ姿勢で、取り組ん
でいます。

法人および放デイ事業部、
事業所内部、また外部の研
修の機会を選択し、できるだ
け職員に受講できる機会をも
てるようにしています。

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童
発達支援計画・放課後等デイサービス計画を
作成しているか

5 0

子どもと保護者の
ニーズと主訴がどこ
にあるか、客観的
に捉えるように努め
ています。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準
化されたアセスメントツールを使用しているか

4 1

アセスメントツール
を標準使用すること
はありませんが、法
人の発達相談員と
連携しています。

来年度、アセスメントツール
について、学ぶ機会を計画し
ます。

12

児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画には、子どもの支援に必要な項目が適切に
選択され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか

5 0

子どもの５領域を理
解したうえで、個人
活動と集団活動
で、支援を行ってい
く。

５領域を理解し４基本活動を
目標にした個人活動と集団
活動で、支援を行っていく。

13
児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画に沿った支援が行われているか

6 0

子ども本人、保護
者のニーズを捉え
た支援計画に沿っ
て、支援プログラム
を組んでいます。

14
活動プログラムの立案をチームで行っている
か

5 0

パート職員も含め
た職員ミーティング
の時間を増やすよ
うにした。

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
るか

5 0

子どもや職員が活
き活きと活動できる
プログラムを立案し
ています。

16
（放課後等デイサービスのみ）
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細
やかに設定して支援しているか

5 0

平日は休息を。休
日や長期休暇に
は、生活リズムや
活動の計画性を重
視した意識づけを
とっています。

17
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動
を適宜組み合わせて児童発達支援計画・放課
後等デイサービス計画を作成しているか

6 0

個別の生活支援が
必要な子、集団で
のなかまとの関係
を深めることを意識
させたい子など、丁
寧に作成している。

子どもたちが“やりたいこと”
をできる環境だと思います。

18
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担につい
て確認しているか

5 1

パート職員の出勤
時間枠を広げ、送
迎前の時間にミー
ティングが取れるよ
うに工夫している。

パート職員の出勤時間を早
めることで、パート職員も含
めたミーティングの時間を取
るようにし、その日の支援内
容や役割、子どもの様子を
話し、打ち合わせをするよう
にしました。

19
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、
その日行われた支援の振り返りを行い、気付
いた点等を共有しているか

2 3

常勤職員間では、
送迎終了後に報・
連・相を行うように
し、気づきなど共有
している。

送迎終了後の職員全員での
振り返りは、難しいので、翌
日のミーティングで、気づき
を話すようにしています。
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20
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげているか

4 2

複写式の支援提供
記録用紙で活動の
記録をするようにし
ています。

支援の検証・改善について
は、PDCAをつねに意識し、
職員同士でのミーティングを
深めることが目標です。

21
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援
計画・放課後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断しているか

5 0

子どもの成長段階
に合わせて、支援
計画の見直しは、
必要です。

22
（放課後等デイサービスのみ）
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合
わせて支援を行っているか

5 0

ガイドラインが示さ
れる前から、基本
活動に記されてい
る活動を取り入れ
ています。

23
障害児相談支援事業所のサービス担当者会
議にその子どもの状況に精通した最もふさわ
しい者が参画しているか

5 0

管理者、児童発達
支援管理責任者の
ほか、日頃の子ど
もの様子を理解し
ているものを参加さ
せるようにしていま
す。

24
（児童発達支援のみ）
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や
関係機関と連携した支援を行っているか

25

（放課後等デイサービスのみ）
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の
交換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調
整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を
適切に行っているか

4 1

学校のお迎え時、
担当教諭との連携
を深めるため、日頃
から会話をするよう
に努めている。ま
た、気づきがあると
きは、様子を聞か
せていただくように
している。

こちらから担任教諭に声をか
けさせていただいて、情報交
換をしている。

26

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っているか

27

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制を整えているか

28

（児童発達支援のみ）
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか

29

（児童発達支援のみ）
移行支援として、小学校や特別支援学校（小
学部）との間で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図っているか

30

（放課後等デイサービスのみ）
就学前に利用していた保育所や認定こども
園、幼稚園、児童発達支援事業所等との間で
情報共有と相互理解に努めているか

5 0

法人内の児童発達
支援センターでの
様子は、放デイ職
員も見学にいかせ
てもらうなど、理解
を深めるようにして
います。
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31

（放課後等デイサービスのみ）
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所
から障害福祉サービス事業所等へ移行する
場合、それまでの支援内容等の情報を提供す
る等しているか

5 0

相談支援専門員や
福祉サービス事業
所からのお尋ねに
ついては、保護者
の同意を得て、情
報提供をしていま
す。

32
他の児童発達支援センターや児童発達支援
事業所、発達障害者支援センター等の専門機
関と連携し、助言や研修を受けているか

5 0

法人内の各児童発
達支援センターや
児童発達支援事業
所との職員との連
携関係を築いてい
ます。

33

児童発達支援の場合は、保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイサー
ビスの場合は、放課後児童クラブや児童館と
の交流など、障害のない子どもと活動する機
会があるか

0 5
地域の学童などで、エイサー
などを披露したりして交流を
していきたい。

34
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加しているか

2 3

自立支援協議会子
ども部会サブ部会
の放デイ交流会に
定期的に参加して
います。

35
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解を持っているか

5 0

送迎時、面談に気
づいた点など、成長
をともに喜び合える
ような関係を持てる
ように努めている。

成長しているところ、気にか
かるところを伝え合ってい
る。

36
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護
者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト
レーニング等）の支援を行っているか

4 1

卒業後の進路につ
いて、ストレングス
を考慮した選択肢
を提案し、作業所情
報などを、共に共有
しています。

家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング）について
学ぶ研修を、計画します。

37
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明
を行っているか

4 1
誰が説明しても、丁寧に説明
ができる内容周知が改善目
標。

38

児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画を示しながら支援内容の説明を行い、保護
者から児童発達支援計画・放課後等デイサー
ビス計画の同意を得ているか

5 0

相談支援専門員主
催の面談（初回、モ
ニタリング、更新
時）などにも同席し
活動の中での様
子、成長、以後の
支援などを話し合っ
ています。

保護者各位の同意を得てい
るが、まだまだ丁寧さは必要
と感じている。

39
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っているか

4 1
定期的な相談という形をとる
ことはできていない。今後の
実施を検討していきます。

40
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を
開催する等により、保護者同士の連携を支援
しているか

5 0

６月に、主任相談支
援専門員による、
学習会をおこない
ました。

保護者学習会や交流会を
行っていますが、参加者が
少ないのが課題です。多くの
参加をいただける内容が必
要と考えています。

41

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子どもや
保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか

5 0

相談や苦情は、迅
速に真摯に向き合
うことを、常に意識
するようにしていま
す。
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42
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対
して発信しているか

5 0

毎月のお便り、行
事予定など情報の
発信をしています。
伝えたい、と思える
活動づくりを目指し
ています。

毎月の行事予定、出席希望
調査表、お便りなどで、情報
の発信を行っていますが、時
代に合わせて変更も必要と
考えています。

43 個人情報の取扱いに十分注意しているか 5 0
最重要課題として取り組んで
います。

44
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか

5 0

口頭での伝達で
は、トラブルが想定
されるので、わかり
やすい文章を残し
て伝えるようにして
いる。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等地域
に開かれた事業運営を図っているか

5 0

新型コロナウィルス
感染症の感染状況
にて、地域住民との
行事は行っていま
せん。

46

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、職員や保護者
に周知するとともに、発生を想定した訓練を実
施しているか

5 1

各マニュアルを作成している
ものの、全体での周知はま
だまだと思っている。パート
職員も含めたミーティング
で、訓練の実施を計画してい
きたい。

47
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っているか

4 1
もう少し回数を増やす必要が
ある。もっと計画していく必要
がある。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の
こどもの状況を確認しているか

5 0
保護者からの情報
提供があり、役に
たっています。

49
食物アレルギーのある子どもについて、医師
の指示書に基づく対応がされているか

3 2

該当者がなく、そこまでの対
応は行っていないが、指示
書があれば、対応を行ってい
きます。

50
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
しているか

1 4

事例共有しているが、文書と
しては共有できていない。
ヒヤリ・ハットはすでにトラブ
ルの範疇と捉えている。

51
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしているか

5 0
毎年、外部講師を
招いて虐待研修を
行っています。

52

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う
かについて、組織的に決定し、子どもや保護
者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画・放課後等デイサービス計画
に記載しているか

4 1

今年度から義務化
された身体拘束に
ついても学びの機
会をもっています。

○
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この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



公表：2023年2月20日

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保され
ているか

15 0 0 0

フロアはパーテーションにより、
部屋の分離を行うことができ、
別々の活動ができるようになって
います。また、事務所敷地にも、
別棟の部屋が確保されていま
す。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 13 1 0 1

法定配置数の常態が保たれてい
ます。教員免許保持者を含めた
児童指導員の配置がなされてい
ます。

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造化され
た環境になっているか。また、障害の特性に応
じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

14 1 0 0

建物は、バリアフリー化を考慮し
た設計で建てられています。現
在は情報伝達の為の掲示コー
ナーの設置が必要と考えていま
す。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

15 0 0 0

丁寧な清掃を心掛け、清潔感を
維持できるようにしています。変
化する活動の中身と施設空間が
乖離しないよう、日々使いやすさ
を追求し、整理整頓に努めてい
きます。

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画・放課後等デ
イサービス計画が作成されているか

14 0 0 1

相談支援専門員と連携して、子
どもや保護者のニーズや課題を
探っています。またセルフプラン
のご家庭では、面談時にニーズ
を聞くなどして、計画を作成して
います。

⑥

児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画には、子どもの支援に必要な項目が適切に
選択され、その上で、具体的な支援内容が設定
されているか

14 1 0 0

個別支援計画においての支援目
的については、抽象的な表現に
とどめることも多いと、考えてい
ます。支援項目を細分化すること
で、具体的な支援内容を表現で
きるように配慮していきます。

⑦
児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画に沿った支援が行われているか

13 0 1 1
子どもひとり一人、個別支援と集
団支援の両面にたって添えるよ
う、支援しています。

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて
いるか

13 1 1 0
構成メンバーにより、楽しさを共
有できる活動内容を模索してい
ます。

⑨

児童発達支援の場合は、保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイサービ
スの場合は、放課後児童クラブや児童館との交
流など、障害のない子どもと活動する機会があ
るか

11 2 0 2

新型コロナウィルス感染症の感
染拡大があり、交流の機会は実
施できていません。以前には、地
域中学校の吹奏楽部に演奏会を
開いていただき、プレゼント交換
をするなど、交流を深める機会を
もっていました。

⑩
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明
がなされたか

13 2 0 0
より丁寧な説明をすることに努力
いたします。

⑪
児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画を示しながら、支援内容の説明がなされたか

13 1 1 0
より丁寧な説明をすることに努力
いたします。

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレン
ト・トレーニング等）が行われているか

10 3 1 1

卒業後の進路等については、持
てる力を判断して、作業所情報
などを提供し、方向性の選択肢
をアドバイスするようにしていま
す。
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⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの健康や発達の状況、課題について共通
理解ができているか

13 1 1 0

送迎時や面談時に、お子様の状
況をお伝えし、お家での様子を
聞かせていただくなどして、とも
に成長を喜び合える関係を築い
ていきます。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関す
る助言等の支援が行われているか

13 1 1 0

年1回以上は面談の機会を持つ
ようにしています。また、相談支
援専門員との面談の機会などに
も同席するようにしています。

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催
等により保護者同士の連携が支援されている
か

11 2 0 2
コロナがあって、
あまり参加でき
なかった。

６月に保護者向けに、主任相談
支援専門員による「卒業後のた
めに備えておきたいこと」という
テーマでお話をしていただきまし
た。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子どもや
保護者に周知・説明され、相談や申入れをした
際に迅速かつ適切に対応されているか

14 1 0 0

今後も子どもや保護者からの相
談や苦情に対しては、真摯に向
き合い、迅速かつ適切に対応す
るように、努めていきたいと思っ
ています。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮がなされているか

13 1 0 1

口頭での伝達では、聞き取り間
違いが起こることも想定されるの
で、お便りやメールなどで、文章
を残すように配慮して、伝達する
よう努めています。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を子どもや保護者に対して
発信されているか

14 1 0 0

『青空だより』を定期的に発行し
ています。放デイ各事業所の活
動が伝わるように、なっていま
す。また、この評価表の結果は、
ホームページで公表されます。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 14 1 0 0
個人情報の取扱いについては、
最重要課題として、取り組んでい
ます。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説
明されているか。また、発生を想定した訓練が
実施されているか

12 0 0 3

周知徹底するよう努めていきま
す。訓練の実施については、回
数を増やしていくことを計画しま
す。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が行われているか

12 0 0 3
訓練の実施については、子ども
たちの目線に合わせ計画してい
きます。

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 14 0 1 0

「楽しめていない」というご意見に
は、非常に反省を感じます。子ど
ものニーズを丁寧に探っていき
たいと思います。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 14 0 1 0

「満足していない」というご意見に
は、非常に反省を感じます。今後
の青空に期待していただいてい
ると捉え、努力していきたいと思
います。
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この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援・放課後等デイサービス評価表」
により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。


